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(1)
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ア 数と集合 

（ア）実数 

   数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単

な無理数の四則計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）集合 

   集合と命題に関する基本的な概念を理解

し、それを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文字の含んだ式を扱い文字式の決まりを理解する。 

例 次の整式の次数と係数を答えよ。 

（１）
23x                       

（２）
54x                      

 

整式の足し算、引き算を理解し、計算することができる 

例 次の計算をせよ。 

（１） xx 54                      

（２） xx 58   

 

 

 

 

平方根の性質を理解し、計算ができる。また分母の有理

化を活用できるようにする。 

                   

例 つぎの分母を有理化せよ。 

（１）
2

1
                        

（２）
3

6
 

 

 

 

集合の概念を理解し、要素を求めることができる。 

例 次の集合を、要素を書き並べて表せ。 

（１）集合Ａは１０以下の自然数               

（２）集合Ｂは１０の約数  

 

例 次の集合について空欄になっている集合の要素を

書き並べよ。 

 9,7,5,3,1A                    

 5,4,3,2,1B                                           

   A∪B ＝｛           ｝ 

 

   A∩B ＝｛           ｝ 
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(2) 

図

形

の

計
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イ 式 

（ア） 式の展開と因数分解 

   二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め、式を多面的にみたり目的に応じて式

を適切に変形したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 一次不等式 

   不等式の解の意味や不等式の性質について

理解し、一次不等式の解を求めたり一次不等

式を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

 

 

 

 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

（イ）鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、

鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値

を求めること。 

 

 

 

 

展開、因数分解と理解し文字の扱いを十分に理解する。 

例  次の計算をせよ。 

（１） )2)(3(  xx                   

（２） )2)(5(  xx  

 

 

例 次の式を因数分解せよ。   

（１） 652  xx                    

（２） 1072  xx  

 

 

 

 

不等式の性質を理解し、１次不等式の解を求めることが

できる。また連立不等式の意味を理解し、解を求めるこ

とができる。 

例 次の不等式を解け。 

（１） 2x ＞6                   

（２） 6x ≦3  

                    

 

 

 

鋭角の三角比の値を求めることができる。また三角比の

値から角度をもとめることができる。 

例 次の値または角度を三角比の表を用いて答えよ。 

（１） 32sin              

（２） 23cos                   

（３） 7880.0sin A           

（４） 2588.0cos A         

 

 

 

鈍角の三角比を理解する。またその値を求めることがで

きる。 

例 次の値を求めよ。 

（１） 90sin                       

（２） 150tan         

             

相互関係を理解し、三角比の値から他の三角比の値を定

めることができる。 
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二

次

関
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（ウ）正弦定理・余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し、それ

らを用いて三角形の辺の長さや角の大きさを

求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用す

ること。  

 

 

 

 

 

 

 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだす

こと。また、二次関数のグラフの特徴について

理解すること。 

 

 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

   二次関数の値の変化について、グラフを用

いて考察したり最大値や最小値を求めたりす

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正弦定理、余弦定理を用いて図形の角度、長さを求める

ことができる。 

 

例 （１） ABC において 3,45,30  aBA の

ときbをもとめよ。 

 

（２） ABC において  60,5,3 Cba のときc

をもとめよ。 

 

 

 

正弦定理、余弦定理などを利用して距離などを考察する

ことができる。 

例 ある道路の2つの地点A.B間の距離を測ったら１０

０ｍであった。このA地点から学校の正門C地点を見た

ら、∠BAC が 75 であった。同様に B 地点から見たら

∠ABC が 60 であった。このとき A 地点から学校の正

門C地点までの距離を求めよ。 

 

 

 

関数について理解し、２次関数のグラフを作成すること

ができる。 

例 次のグラフを書け。 

（１） 242  xxy  

        

 ２次関数のグラフから最大値、最小値を読み取ること

ができる。 

例 次の２次関数の最大値、最小値を求めよ。 

 （１） 2)1( 2  xy   （－２≦x≦３） 

（２） 242 2  xxy  （－１≦x≦２） 

 

 

 

 

 

 

 

y

x
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(4) 

デ 

 

タ

の

分

析 

 

（イ）二次方程式・二次不等式 

   二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに、数量の関係を

二次不等式で表し二次関数のグラフを利用し

てその解を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味につ

いて理解し、それらを用いてデータの傾向を把

握し、説明する。 

 

 

 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し、それらを

用いて二つのデータの相関を把握し説明するこ

と。 

 

２次関数のグラフと x 軸との共有点の座標を求める

ことができる。また、そのグラフを利用して、２次不等

式の解を求めることができる。 

例 次の２次関数のグラフと x 軸との共有点の x 座標

を求めよ。 

（１） 652  xxy                             

 

例 次の２次不等式を解け。 

（１） 0652  xx                  

                

 

四分位数を求め、データの散らばり具合を考察する。ま

た標準偏差の値を求め、データの散らばり具合を考察で

きるようにする。 

 例 次のデータについて四分位数を求めよ。 

 

相関係数を求め、２つのデータの関係を考察することが

できる。 

例 次の２つのデータの相関係数を求めよ。 

 

生徒 A B C D E 

数学 ６ ４ ７ ３ ５ 

英語 ８ ７ １０ ４ ６ 
 

８８ ４５ ４６ ７６ ８７ ２９ ６７ ９８ 

５４ ６５ ３３  

 

― 


